
　
私
た
ち
は
総
合
的
な
学

習
の
時
間
に
日
浦
地
区
の

特
色
や
魅
力
に
つ
い
て
調

べ
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

通
し
て
環
境
保
全
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

日浦中学校

中学生連載企画
私たちの
ふるさと
松山学

私たちの
ふるさと
松山学

緑
と
清
流
ホ
タ
ル
の
里

ふ
る
さ
と
日
浦

「
一
人
ひ
と
り
が
主
人
公
」

№15

地区の自然
や歴史

日
浦
緑
の
少
年
団　

４
月
、中
学
１

年
生
が
35
年
間

続
く
日
浦
中
学

校
の
伝
統
あ
る

活
動
を
行
う「
日

浦
緑
の
少
年
団
」
に
入
団
し
ま
す
。こ
の

活
動
は
、「
日
浦
５
３
０
運
動
」
や
「
花

い
っ
ぱ
い
運
動
」「
日
浦
夢
桜
の
森
事
業
」

　
毎
年
、
８
月
15
日
に
先
祖

や
地
域
に
縁
が
あ
る
先
人

の
霊
を
迎
え
無
病
息
災
な
ど

を
祈
る『
川
施
餓
鬼
』が
東
川

町
の
石
手
川
上
流
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。こ
の
行
事
は
、
日
浦
地
域
に
あ
っ
た
奥
之
城

（
宿
野
町
）が
落
城
し
た
際
、戦
死
し
た
武
将
７
人
を
供
養

す
る
た
め
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。明
治
天
皇
崩

御
を
機
に
中
断
し
ま
し
た
が
、１
９
９
３
年
に
日
浦
公
民

館
行
事
と
し
て
復
活
し
ま
し
た
。オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し
て

日
浦
小
中
学
生
が「
日
浦
太
鼓
」を
披
露
し
、円
福
寺
の
住

職
さ
ん
の
念
仏
が
あ
り
、

太
鼓
や
鐘
の
音
が
鳴
り
響

く
中
、
白
装
束
の
男
性
約

30
人
が
川
入
り
し
、
高
さ

約
12
㍍
、
重
さ
約
30
㌔
の

三
本
の
の
ぼ
り
旗
を
担
ぎ
、

笹
を
持
っ
た
日
浦
小
中
学

生
の
先
導
で
、
石
手
川
を

約
１
０
０
㍍
練
り
歩
き
ま

す
。

小倉 颯馬さん
（３年）

総
合
的
な
学
習
の

時
間
で
行
う
「
炭

焼
き
活
動
」「
ホ
タ

ル
や
ヒ
メ
ユ
リ
の

保
護
活
動
」な
ど
、

日
浦
地
域
の
自

然
を
大
切
に
し

た
、
環
境
保
全
活

動
を
受
け
継
い
で

い
ま
す
。

日
浦
５
３
０
運
動　

地
域
の
清
掃

奉
仕
活
動
や
自

然
の
保
護
活
動

と
し
て
、
毎
学

期『
５
３
０（
ゴ

ミ
ゼ
ロ
）
運
動
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。小

学
１
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
が
、

班
を
つ
く
り
、
６
つ
の
班
に
分
か
れ
て

長岡 数馬さん
（３年）

学
校
周
辺
の
国

道
沿
い
の
ご
み

拾
い
や
草
引
き

を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も

こ
の
活
動
を
続

け
、日
浦
地
域
の

環
境
美
化
に
努

め
て
い
き
た
い

で
す
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動　「

松
山
市
を

訪
れ
る
人
を
道

い
っ
ぱ
い
の
ア

ジ
サ
イ
で
お
も

て
な
し
」を
合
い

言
葉
に
、
日
浦
小
学
校
横
の
国
道
３
１

７
号
線
に
、
日
浦
中
学
校
の
全
校
生
徒

と
保
護
者
、地
域
の
皆
さ
ん
で
、１
０
０

山田 広華さん
（３年）

本
の
ア
ジ
サ
イ

を
植
樹
し
ま
し

た
。お
も
て
な
し

の
心
を
込
め
て

植
樹
し
、大
切
に

育
て
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
開
花

が
と
て
も
楽
し

み
で
す
。

日
浦
夢
桜
の
森
事
業　

松
山
市
の
水

資
源
で
あ
る
石

手
川
ダ
ム
上
流

の
、
日
浦
地
域

の
自
然
を
守
る

た
め
、福
見
川
町
の
市
有
林
で『
日
浦
夢

桜
の
森
事
業
』
に
よ
る
植
樹
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
活
動
は
、
国
土
交

室地 蓮さん
（３年）

通
省
松
山
河
川

国
道
事
務
所
や

松
山
市
で
つ
く

る「
石
手
川
ダ
ム

水
資
源
地
域
ビ

ジ
ョ
ン
推
進
委

員
会
」な
ど
の
主

催
で
、今
年
で
９

年
目
を
迎
え
ま

す
。

伝
統
的
な
盆
行
事『
川
施
餓
鬼
』と『
提
婆
踊
り
』

小倉 千裕さん
（３年）

　
福
見
川
町
で
は
、
川
施
餓

鬼
の
夜
、
県
指
定
無
形
民
俗

文
化
財
で
あ
る
『
提
婆
踊

り
』が
披
露
さ
れ
ま
す
。こ
の

提
婆
踊
り
は
、
奥
之
城
主
と

そ
の
一
族
の
慰
霊
の
た
め
、開
山
徳
正
寺
阿
弥
陀
堂
境
内

で
盆
行
事
と
し
て
奉
納
さ
れ
る
念
仏
踊
り
で
、
阿
弥
陀

堂
で
の
供
養
会
（
祈
祷
）
の
の
ち
始
ま
り
ま
す
。２
人
の

鉦
打
ち
が
堂
の
前
に
立
ち
、
踊
り
場
を
隔
て
て
十
数
人

の
世
話
人
が
対
面
し
て
立
ち
ま
す
。踊
り
手
の
大
提
婆

は
背
伸
び
し
、太
鼓
撥
を
頭
上
で
操
り
、掛
け
声
と
と
も

に
胸
に
結
わ
え
た
大
太
鼓
を
打
ち
ま
す
。 

そ
れ
に
呼
応

し
て
小
提
婆
が
前
屈
み
で
胸
の
小
太
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、

後
ろ
に
跳
び
退
が
っ
た
り
、
前
に
小
走
り
し
た
り
し
て
、

激
し
く
小
廻
り
し
て
元
の

位
置
に
戻
る
動
作
を
７
５

回
反
復
し
ま
す
。 

提
婆
の

鬼
面
に
は
宝
暦
12
年
（
１

７
６
２
年
）
の
も
の
も
あ

り
、
奥
之
城
落
城
伝
説
に

由
来
す
る
大
念
仏
会
の
一

つ
と
し
て
、
約
４
０
０
年

間
踊
り
継
が
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

松田 栞さん
（２年）

ふ
る
さ
と
四
番

大口 嵩弥さん
（３年）

炭
焼
き
活
動

　「
先
人
の

知
恵
を
伝
承

し
よ
う
」
を

テ
ー
マ
に
、

中
学
１
年
生

は
、
炭
焼
き
活
動
を
通
し
て
日
浦

の
歴
史
や
環
境
問
題
に
つ
い
て
学

ん
で
い
ま
す
。昨
年
は
地
域
の
炭

小倉 愛子さん
（２年）

焼
き
名
人

を
招
い
て

勉
強
を
し

ま
し
た
。

　
今
年
は
竹

炭
に
も
挑

戦
し
て
日

浦
地
域
の

特
産
に
し

た
い
で
す
。

ホ
タ
ル
の
保
護
活
動

　
中
学
２
年

生
は
、「
ホ
タ

ル
と
私
た
ち
」

を
テ
ー
マ
に
、

ホ
タ
ル
の
生

態
調
査
や
水
辺
の
環
境
保
全
に
つ
い

て
学
ん
で
い
ま
す
。ホ
タ
ル
保
護
活

動
で
は
、
ホ
タ
ル
を
捕
獲
し
産
ん
だ

西村 柊さん
（３年）

卵
を
ふ
化

さ
せ
、幼
虫

を
石
手
川

に
放
流
し

て
い
ま
す
。

　
６
月
に

は
ホ
タ
ル

観
賞
会
を

行
っ
て
い

ま
す
。

ヒ
メ
ユ
リ
の
保
護
・
栽
培
活
動

　「
失
わ
れ
る

命
」を
テ
ー
マ

に
中
学
３
年

生
は
、
日
浦

地
域
の
町
花

で
あ
る
ヒ
メ
ユ
リ
の
保
護
・
栽
培

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。ヒ
メ
ユ
リ

は
２
０
０
７
年
に
愛
媛
県
の
絶
滅

セブガン アイラさん
（３年）

危
惧
種
に

登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、

ヒ
メ
ユ
リ

の
種
の
播

種
（
種
ま

き
）を
行
い

ま
し
た
。

み
ん
な
の
生
活
展
で
発
表

　
毎
年
10
月
、

大
街
道
で
行

わ
れ
る『
み
ん

な
の
生
活
展
』

に
出
展
し
、「
日

浦
緑
の
少
年
団
活
動
」
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。自
然
環
境

保
護
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
お
う

赤木 奎介さん
（２年）

と
生
徒
全

員
が
参
加

し
て
い
ま

す
。
昨
年

は
、
私
も

し
っ
か
り

活
動
を
説

明
す
る
こ

と
が
で
き

ま
し
た
。

　
毎
年
11
月
に
『
日
浦
ふ
る
さ

と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
を
小
学

校
で
開
催
し
て
い
ま
す
。昨
年

は
、日
浦
中
学
校
創
立
70
周
年
、

日
浦
小
中
学
校
連
携
教
育
10

周
年
を
記
念
し
、
小
中
合
同
で

「
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
行
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、中
学

生
が
本
校
独
自
で
作
詞
を
し

た
童
謡「
ふ
る
さ
と
」の
４
番
を

合
唱
し
、

学
校
田

で
作
っ

た
餅
米

で
お
餅

つ
き
を

し
ま
し

た
。

川施餓鬼提婆踊り

　松
山
の
先
人
や
文
化
に
関
す

る
心
に
響
く
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ま

と
め
た
教
材
集
で
す
。
一
話
が

10
〜
14
ペ
ー
ジ
程
度
で
、
気
軽

に
松
山
ゆ
か
り
の
先
人
の
足
跡

や
文
化
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
、

市
立
図
書
館
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

先
人
と
文
化
の
読
み
物
教
材

「
語
り
継
ぎ
た
い 

ふ
る
さ
と

　松
山 

百
話 

Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
」

じ
ょ
う

か
ね  

う

た
い  

こ  

ば
ち

は

し
ゅ

お
く  

の

か
わ 

せ  

が  

き

だ
い 

ば 

お
ど

ふ
る
さ
と
　四
番

　 

作
詞
　 平
成
十
九
年
度

　 

　 

　
　日
浦
小
中
学
校
児
童
・
生
徒

　 

作
曲
　 岡
野
貞
一
　

　
出
会
い
多
き
　学
舎

き
ず
な
深
き
　里
山

ホ
タ
ル
舞
う
水
辺
　ゆ
れ
る
ヒ
メ
ユ
リ

あ
ふ
れ
る
笑
顔
　ふ
る
さ
と

今年度入学した中学１年生

炭窯での作業ホタルの生態について説明体育館の裏で活動出展の様子

中学生がごみの収集雨の中で植樹したアジサイ桜の植樹
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